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【各項目の判断】

公共事業 前年を下回る

弱含んでいる

前年を上回る

雇用情勢 持ち直しつつある 持ち直しつつある

住宅建設 一進一退の状況にある

物価高の影響がみられるなか、緩やかに持ち
直している

回復している

個人消費
物価高の影響がみられるなか、緩や
かに持ち直している

先行き
先行きについては、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、持ち直していくことが期待される。ただし、物価上昇の継続、米
国の通商政策、金融資本市場の変動等の影響に注意する必要がある。

観 光 回復している

項　　目
前　回 前回判断

との比較（7年5月判断）

今　回

（7年8月判断）

備　　考
（7年5月判断） （7年8月判断）

総括判断 持ち直している 持ち直している
判断の据え置きは、
令和6年2月判断以
降7期連続

（不変）

前回判断
との比較

【総括判断】

項　　目
前　回 今　回

道北経済レポート（令和７年８月） 概況

【参考】

項　目
今　回

（7年8月判断）
項　目

今　回
（7年8月判断）

企業倒産

生乳生産 前年を下回る

件数は前年を下回る 金　　融

漁　　業

貸出金残高は前年を下回る

水揚金額は前年を上回る
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１． 個 人 消 費 ・・・
○

○

物価高の影響がみられるなか、緩やかに持ち直している
主要小売店売上高は、物価高の影響はみられるものの、総菜や冷凍食品をはじめとした飲食料品が堅調に推移していることか
ら、全体では前年を上回っている。

乗用車販売（新車登録等台数）は、軽自動車が前年を上回っているものの、一部メーカーの法規制対応を受けた複数車種の受注
停止等により、普通車、小型車が前年を下回っていることから、全体では前年を下回っている。

0.2 ▲ 0.6

▲ 20

▲ 15

▲ 10

▲ 5

0

5

10

0

20

40

60

80

100

120

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ 1月 2月 3月 4月 5月 6月

5年 6年 7年 7年

（％）（億円）

主要小売店売上高
その他 身の回り品 雑貨
家庭用品 衣料品 飲食料品
合計前年比

《四半期》 《月》

（注）四半期分は3か月の平均。

冷凍食品、総菜は、共働き世帯などからの需要が
あり、即食簡便な食材は高単価でも引き続き好調
である。（スーパー）
買上点数を上げるために、プライベートブランドに力
を入れている。消費者がより安い商品を求める傾
向にあり、好調が続いている。（スーパー）
備蓄米の売れ行きも好調だったが、銘柄米を買い
控えるような動きはみられなかった。（スーパー）
物価高で消費者の意識が変わり、生活必需品以
外にお金を使わなくなったと感じる。（複合商業施
設）
7月に入り、夏物の衣料品や寝具が好調に推移し
ている。（複合商業施設）
エアコンや扇風機は、4、5月は過去と比較すれば
売れてはいるが、暑さが本格化した6月末から売れ
始めた印象がある。（家電量販店）
涼みに来館する客が増加し、ついでにレストラン等
で食事をして帰る様子も多くみられる。（複合商
業施設）

○主要小売店売上高 （単位：百万円、％）
合計 うち衣料品 うち身の回り品 うち雑貨 うち家電等家庭用品 うち飲食料品

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比
4 年 113,878 0.5 6,487 0.9 2,743 9.2 3,867 4.3 14,981 3.4 71,210 ▲ 0.7
5 年 114,470 0.5 6,405 ▲ 1.3 2,848 3.8 3,640 ▲ 5.9 14,550 ▲ 2.9 72,210 1.4
6 年 117,354 2.5 6,416 0.2 2,811 ▲ 1.3 3,557 ▲ 2.3 15,305 5.2 74,121 2.6

6. 4～6 28,500 2.8 1,599 0.5 688 ▲ 4.2 932 ▲ 0.6 3,608 9.6 17,811 2.4
6. 7～9 28,819 1.5 1,526 0.2 655 2.1 923 ▲ 3.3 3,830 1.9 18,394 1.4

6. 10～12 31,379 1.6 1,769 0.2 803 ▲ 2.3 933 ▲ 2.7 3,982 4.5 19,848 1.6
7. 1～3 28,840 0.6 1,460 ▲ 4.1 603 ▲ 9.4 745 ▲ 3.0 3,910 0.6 18,323 1.4
7. 4～6 28,566 0.2 1,549 ▲ 3.1 669 ▲ 2.8 899 ▲ 3.6 3,600 ▲ 0.2 17,926 0.6
R7.1 9,850 0.8 517 ▲ 4.0 216 ▲ 9.8 250 ▲ 2.5 1,317 2.7 6,197 1.4
R7.2 8,971 0.4 421 ▲ 3.9 146 ▲ 13.9 234 ▲ 0.7 1,128 2.4 5,896 0.8
R7.3 10,019 0.7 522 ▲ 4.3 241 ▲ 6.2 262 ▲ 5.4 1,465 ▲ 2.5 6,230 2.0
R7.4 9,342 ▲ 1.0 497 ▲ 4.1 229 ▲ 4.7 311 ▲ 8.4 1,144 ▲ 3.2 5,857 0.4
R7.5 9,677 2.3 509 ▲ 0.5 225 ▲ 1.1 297 1.5 1,198 3.3 6,027 1.6
R7.6 9,547 ▲ 0.6 543 ▲ 4.7 215 ▲ 2.3 291 ▲ 3.2 1,258 ▲ 0.7 6,042 ▲ 0.1

（注1）主要小売店売上高は、令和7年4月に集計対象小売店が変更となったため過去に遡って数字全体を再計算している。
（注2）前年比は、変更後の対象店舗で前年分を再集計の上、計算している。
（資料）旭川財務事務所

主要小売店 生の声
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乗用車新車登録等台数（前年比）

《四半期》 《月》
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《四半期》 《月》

（注）四半期分は3か月の平均。

○乗用車新車登録等台数 （単位：台、％）
合計

前年比 前年比 前年比 前年比
4　年 15,743 ▲ 7.7 5,812 ▲ 10.0 4,710 ▲ 4.1 5,221 ▲ 8.2
5　年 18,460 17.3 7,611 31.0 5,132 9.0 5,717 9.5
6　年 16,290 ▲ 11.8 7,278 ▲ 4.4 3,832 ▲ 25.3 5,180 ▲ 9.4

6. 4～6 3,956 ▲ 8.3 1,795 2.1 1,004 ▲ 19.2 1,157 ▲ 12.0
6. 7～9 4,242 ▲ 2.7 1,768 4.4 1,041 ▲ 14.4 1,433 ▲ 1.2

6. 10～12 3,748 ▲ 10.1 1,664 ▲ 1.1 893 ▲ 20.8 1,191 ▲ 12.2
7. 1～3 4,590 5.7 2,122 3.5 921 3.0 1,547 10.6
7. 4～6 3,894 ▲ 1.6 1,579 ▲ 12.0 964 ▲ 4.0 1,351 16.8
R7.1 1,229 4.0 557 5.1 245 ▲ 12.5 427 14.8
R7.2 1,340 12.6 567 11.0 301 14.0 472 13.7
R7.3 2,021 2.5 998 ▲ 1.2 375 7.1 648 5.9
R7.4 1,165 ▲ 0.7 515 ▲ 10.4 255 ▲ 1.2 395 16.2
R7.5 1,234 ▲ 3.7 491 ▲ 15.6 341 12.5 402 1.3
R7.6 1,495 ▲ 0.4 573 ▲ 10.2 368 ▲ 16.9 554 31.9

（資料）㈳日本自動車販売協会連合会旭川支部、㈳旭川地区軽自動車協会

うち軽自動車うち普通車 うち小型車

新規受注は減少しているが、各メーカーとも受注残を多く抱えている状
況にある。（一般社団法人）
法規制対応の影響で複数車種が現時点で受注を停止している状況
であるが、今後、受注を再開していく見込みである。（乗用車販売
店）
フルモデルチェンジを行った車種があり、発売後の受注は順調に推移し
ていることから、今後に期待がもてるところである。（乗用車販売店）
北海道の場合は自動車が生活必需品であるため、消費者の購買意
欲は一定程度見受けられる。（一般社団法人）

乗用車 生の声
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○

２． 観 光 ・・・ 回復している

旭川空港乗降客数、旭川市内の主要ホテル宿泊客数は、インバウンドが増加したことなどから、前年を上回っている。
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旭山動物園入園者数 入園者 前年比 H31/R元年比

《四半期》 《月》

（注）四半期分は3か月の平均。

(単位：人、％、ポイント)

前年比 【参考】
H31/R元年比 前年差 【参考】

H31/R元年差 前年比 【参考】
H31/R元年比 前年差 【参考】

H31/R元年差 前年比 【参考】
H31/R元年比

4 年 1,025,292 2.4倍 ▲ 30.5 71.3 20.5 ▲ 12.0 680,998 40.8 ▲ 13.1 27.9 13.5 ▲ 31.1 235,609 99.6 ▲ 54.8
5 年 1,246,415 21.6 ▲ 15.5 76.8 5.5 ▲ 6.5 821,952 20.7 4.9 40.5 12.6 ▲ 18.5 347,391 47.4 ▲ 33.4
6 年 1,305,484 4.7 ▲ 11.5 78.8 2.0 ▲ 4.5 900,284 9.5 14.9 49.2 8.7 ▲ 9.8 414,217 19.2 ▲ 20.6

6. 4～6 274,892 ▲ 6.9 ▲ 25.0 69.3 ▲ 0.9 ▲ 9.3 191,321 2.9 7.2 38.8 8.3 ▲ 15.0 77,664 17.3 ▲ 35.3
6. 7～9 495,048 ▲ 1.0 ▲ 12.2 89.5 2.1 ▲ 3.9 275,048 2.7 19.2 62.2 9.5 ▲ 5.1 131,741 16.5 ▲ 12.0

6. 10～12 253,849 17.1 6.4 77.7 5.0 0.6 214,903 13.1 14.6 40.7 2.7 ▲ 6.5 89,692 11.4 ▲ 14.1
7. 1～3 372,392 32.2 21.8 85.0 6.4 0.4 245,532 12.1 31.3 56.6 2.3 ▲ 11.5 120,801 4.9 ▲ 18.1
7. 4～6 252,409 ▲ 8.2 ▲ 31.1 74.2 4.9 ▲ 4.4 204,811 7.1 14.7 34.5 ▲ 4.3 ▲ 19.3 71,285 ▲ 8.2 ▲ 40.6
R7.1 142,490 63.1 55.2 88.4 10.8 4.7 89,441 20.9 43.0 51.8 4.0 ▲ 5.0 40,163 12.5 ▲ 6.2
R7.2 137,273 19.4 15.7 91.0 5.0 ▲ 1.3 82,046 7.4 30.3 78.0 4.0 ▲ 11.8 49,342 2.3 ▲ 14.9
R7.3 92,629 16.7 ▲ 2.8 76.2 3.6 ▲ 2.3 74,045 7.9 20.5 42.1 ▲ 0.3 ▲ 17.5 31,296 0.3 ▲ 33.0
R7.4 32,063 ▲ 23.9 ▲ 57.3 60.7 6.8 ▲ 4.9 50,848 12.3 7.3 17.7 ▲ 4.3 ▲ 21.1 12,811 ▲ 13.8 ▲ 56.8
R7.5 113,894 ▲ 4.5 ▲ 29.5 73.4 4.5 ▲ 6.4 70,694 6.6 11.8 37.0 ▲ 7.2 ▲ 26.3 25,689 ▲ 12.8 ▲ 47.4
R7.6 106,452 ▲ 6.2 ▲ 17.9 88.3 3.2 ▲ 1.9 83,269 4.4 22.6 47.8 ▲ 2.5 ▲ 11.3 32,785 ▲ 1.7 ▲ 20.9

 （資料）旭山動物園、旭川財務事務所
 （注2）新型コロナウイルス感染症拡大前との比較を可能にするため、参考として平成31年/令和元年比・平成31年/令和元年差を掲載。

旭山動物園
入園者数

旭川市内主要ホテル 層雲峡温泉
客室稼働率 宿泊客数 客室稼働率 宿泊客数

 （注1）旭川市内主要ホテルは、令和6年12月に集計対象ホテルが変更となったため過去に遡って数字自体を再計算している。

(単位：人、％)

前年比 【参考】
H31/R元年比

前年比 前年比 前年比 前年比

4 年 914,166 96.2 ▲ 32.9 766,453 97.1 766,453 97.1 0 - 147,713 91.6
5 年 1,166,461 27.6 ▲ 14.4 993,532 29.6 969,561 26.5 23,971 全増 172,929 17.1
6 年 1,308,781 12.2 ▲ 3.9 1,125,378 13.3 1,087,156 12.1 38,222 59.5 183,403 6.1

6. 4～6 277,798 5.0 ▲ 12.2 226,954 4.7 224,264 4.5 2,690 17.1 50,844 6.7
6. 7～9 430,042 7.6 ▲ 2.2 351,277 6.9 336,652 6.6 14,625 16.6 78,765 10.6

6. 10～12 302,717 17.2 3.0 269,212 19.0 258,688 18.3 10,524 37.9 33,505 4.5
7. 1～3 335,979 12.7 7.6 313,307 12.7 293,230 9.6 20,077 93.4 22,672 11.7
7. 4～6 318,122 14.5 0.5 267,388 17.8 250,881 11.9 16,507 6.1倍 50,734 ▲ 0.2
R7.1 114,155 19.8 13.1 106,794 19.4 99,497 15.6 7,297 2.1倍 7,361 25.9
R7.2 108,850 5.5 5.1 102,255 5.8 95,139 2.8 7,116 72.8 6,595 1.7
R7.3 112,974 13.3 4.9 104,258 13.6 98,594 10.8 5,664 99.4 8,716 9.6
R7.4 82,289 15.0 ▲ 1.8 73,212 16.7 69,201 10.3 4,011 全増 9,077 3.1
R7.5 104,151 17.8 ▲ 0.9 89,104 20.0 83,428 12.4 5,676 全増 15,047 6.0
R7.6 131,682 11.8 3.2 105,072 16.8 98,252 12.6 6,820 2.5倍 26,610 ▲ 4.4

 （注1）空港乗降客数は、定期便＋臨時便＋チャーター便である（令和4年11月発行分以降、過去に遡って空港乗降客数に臨時便を追加）。
 （注2）新型コロナウイルス感染症拡大前との比較を可能にするため、参考として平成31年/令和元年比を掲載。
 （資料）旭川市、北海道エアポート㈱稚内空港事業所

空港乗降客数
旭川空港 稚内空港合計 うち国内便 うち国際便
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トランプ関税による影響は、今のところ生じていない。（宿泊業）

これまでインバウンドがそれほど入ってくる時期ではなかったが、5月頃からインバウ
ンドが多い状況である。（一般社団法人）

7月以降の予約状況も前年を上回っており、好調である。（宿泊業）

万博に観光客が流れている印象はなく、夏季も好調を見込んでいる。（宿泊
業）

インバウンドは前年同期と比較し増加している。（宿泊業）
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【参考】フェリー乗客数（前年比） 利尻礼文航路 天売焼尻航路

《四半期》 《月》

（資料）ハートランドフェリー㈱、羽幌沿海フェリー㈱

観光 生の声
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３． 住 宅 建 設 ・・・

○

弱含んでいる

管内６市（旭川市、留萌市、稚内市、士別市、名寄市、富良野市）の新設住宅着工戸数は、持家、貸家及び分譲住宅いずれも前年を下回って
いる。（R7.4月、5月で判断）
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（戸）

新設住宅着工戸数（利用関係別） 持家 貸家 分譲住宅 給与住宅

《四半期》 《月》

（注）四半期分は3か月の平均。

2025年4月に施行となった建築基準法・建築物省エネ法改正前の駆け込み需
要の影響がなくなったことから前年を下回った。（一般社団法人）
住宅価格が高止まりしており、建築需要は落ちているものの、金利の先高観から
住宅購入を急ぐ動きがみられる。（一般社団法人）
建築資材価格は、鉄、コンクリート、耐火ボード等全てにおいて上昇しており、今後
についても建築資材価格は下がる要素が全くない。（一般社団法人）
アパートの建築需要はほぼ変わらないが、資材の高騰から建築できる顧客層は絞
られる。（不動産業）

住宅建設 生の声

○新設住宅着工戸数合計

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比
4 年 1,809 ▲ 27.1 1,569 ▲ 23.1 818 ▲ 20.6 710 ▲ 21.5 264 ▲ 47.1
5 年 1,910 5.6 1,376 ▲ 12.3 683 ▲ 16.5 726 2.3 295 11.7
6 年 1,484 ▲ 22.3 1,067 ▲ 22.5 623 ▲ 8.8 658 ▲ 9.4 201 ▲ 31.9

6. 1～3 256 ▲ 15.8 161 ▲ 38.3 96 ▲ 9.4 124 ▲ 13.3 35 ▲ 22.2
6. 4～6 380 ▲ 46.3 239 ▲ 44.2 172 ▲ 21.1 164 ▲ 11.8 43 ▲ 66.7
6. 7～9 441 1.6 331 11.1 193 ▲ 8.1 188 20.5 60 17.6

6. 10～12 407 ▲ 12.5 336 ▲ 13.6 162 8.7 182 ▲ 24.5 63 ▲ 10.0
7. 1～3 368 43.8 319 98.1 153 59.4 147 18.5 68 94.3
R6.12 82 ▲ 21.2 62 ▲ 36.7 29 ▲ 31.0 34 9.7 19 ▲ 38.7
R7.1 96 2.2倍 78 2.1倍 32 6.7 50 12.5倍 14 55.6
R7.2 97 7.8 77 10.0 49 2.2倍 26 ▲ 55.2 22 2.4倍
R7.3 175 42.3 164 3.0倍 72 63.6 71 14.5 32 88.2
R7.4 67 ▲ 46.4 39 ▲ 49.4 30 ▲ 47.4 20 ▲ 61.5 7 ▲ 53.3
R7.5 45 ▲ 56.3 24 ▲ 65.7 25 ▲ 51.9 14 ▲ 65.0 6 ▲ 45.5

(資料）国土交通省

（単位：戸、％）
旭川・留萌・稚内・士別・名寄・富良野の各市計

利　用　関　係　別
うち旭川市 持      家 貸      家 分 譲 住 宅
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４． 雇 用 情 勢 ・・・
○

○

持ち直しつつある

有効求人倍率（常用）は、有効求人数（常用）が減少していることから、前年を下回っているものの、改善傾向が続いている。（R7.4月、5月
で判断）

新規求人数（常用）は、「医療・福祉」、「サービス業」等で増加しているものの、「製造業」、「卸売業・小売業」等で減少しており、前年を下
回っている。
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（注）四半期分は3か月の平均。
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《四半期》 《月》

新規採用者が少なくなっており、即戦力となる中途採用に頼っているが、
全体としては人手不足である。（小売業）
一般事務ではなく、管理職、幹部候補といった職種の求人が増えてき
ている。（民間職業紹介所）
人手不足をフルタイムでカバーしようとする求人側と、フルタイムでの就
職を望まない求職者のミスマッチが拡大している。（公的機関）
労働時間の柔軟化や労働条件の改善により差別化することで人員を
充足できている事例が認められる。（公的機関）

雇用情勢 生の声
(単位：倍、ポイント、人、％）

前年比 前年比 前年差 前年比 前年比
4　年 98,414 ▲ 1.0 118,859 10.5 1.21 0.13 17,998 ▲ 2.6 42,134 9.8
5　年 97,189 ▲ 1.2 108,795 ▲ 8.5 1.12 ▲ 0.09 17,919 ▲ 0.4 38,086 ▲ 9.6
6　年 95,458 ▲ 1.8 102,212 ▲ 6.1 1.07 ▲ 0.05 17,800 ▲ 0.7 35,590 ▲ 6.6

6. 1～3 23,576 ▲ 1.1 26,818 ▲ 8.0 1.14 ▲ 0.08 4,901 ▲ 2.5 9,738 ▲ 7.3
6. 4～6 26,170 1.5 25,933 ▲ 2.4 0.99 ▲ 0.04 5,353 0.9 8,964 ▲ 3.8
6. 7～9 23,177 ▲ 3.9 25,225 ▲ 5.1 1.09 ▲ 0.01 3,694 ▲ 3.1 8,557 ▲ 7.5

6. 10～12 22,535 ▲ 3.9 24,236 ▲ 8.5 1.08 ▲ 0.05 3,852 2.1 8,331 ▲ 7.6
7. 1～3 23,446 ▲ 0.6 24,540 ▲ 8.5 1.05 ▲ 0.09 4,735 ▲ 3.4 8,851 ▲ 9.1
R6.12 7,361 ▲ 1.8 7,947 ▲ 7.9 1.08 ▲ 0.07 1,110 5.9 2,629 ▲ 5.4
R7.1 7,515 ▲ 0.4 7,792 ▲ 9.8 1.04 ▲ 0.11 1,545 3.8 2,849 ▲ 7.0
R7.2 7,831 1.0 8,278 ▲ 7.8 1.06 ▲ 0.10 1,567 ▲ 3.6 3,066 ▲ 9.9
R7.3 8,100 ▲ 2.1 8,470 ▲ 7.9 1.05 ▲ 0.06 1,623 ▲ 9.2 2,936 ▲ 10.2
R7.4 8,791 ▲ 1.4 8,402 ▲ 4.9 0.96 ▲ 0.03 2,420 ▲ 0.4 3,115 1.6
R7.5 8,780 ▲ 0.6 8,287 ▲ 3.4 0.94 ▲ 0.03 1,491 ▲ 7.8 2,815 ▲ 2.5

（資料） 旭川・稚内・留萌・名寄公共職業安定所

（常用・原数値） （常用・原数値） （常用・原数値） （常用・原数値） （常用・原数値）
有効求職者数 有効求人数 有効求人倍率 新規求職者数 新規求人数
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５． 公 共 事 業 ・・・ 前年を上回る

○公共事業を前払金保証請負金額でみると、第1四半期は、上川、留萌及び宗谷地域いずれも前年を上回っている。
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4年度 5年度 6年度 7年度

（億円）

公共工事前払金保証請負金額（累計）

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

前年比
（第1四半期）

累計額
〔前年比〕

（第1四半期まで）

年度

（単位：百万円、％）

合   計
前年比 前年比 前年比 前年比

4 年度 156,473 1.6 94,773 ▲ 1.0 31,801 22.2 29,897 ▲ 7.5
5 年度 160,573 2.6 98,634 4.1 25,302 ▲ 20.4 36,636 22.5
6 年度 148,025 ▲ 7.8 89,670 ▲ 9.1 25,046 ▲ 1.0 33,308 ▲ 9.1
6. 4～6 72,700 ▲ 5.1 42,488 ▲ 5.2 14,835 0.0 15,375 ▲ 9.3
6. 7～9 32,006 ▲ 18.9 19,579 ▲ 14.1 5,094 7.1 7,334 ▲ 38.6

6. 10～12 13,900 27.8 6,019 ▲ 11.0 2,392 10.7 5,489 2.8倍
7. 1～3 29,419 ▲ 12.5 21,584 ▲ 11.0 2,725 ▲ 23.3 5,110 ▲ 11.8
7. 4～6 82,283 13.2 48,669 14.5 17,796 20.0 15,816 2.9
R7.1 2,271 44.8 2,168 56.6 23 ▲ 85.8 79 4.6倍
R7.2 3,920 ▲ 15.8 2,786 ▲ 36.0 232 8.9倍 900 3.3倍
R7.3 23,226 ▲ 15.2 16,628 ▲ 10.2 2,468 ▲ 26.6 4,129 ▲ 24.9
R7.4 30,004 18.3 18,336 19.6 6,036 ▲ 5.6 5,631 55.0
R7.5 28,385 41.2 17,307 38.8 7,197 79.0 3,880 7.5
R7.6 23,892 ▲ 12.3 13,025 ▲ 11.3 4,562 3.3 6,304 ▲ 22.5

（資料）北海道建設業信用保証㈱

公 共 工 事 前 払 金 保 証 請 負 金 額

上川 留萌 宗谷
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６． 生 乳 生 産 ・・・ 前年を下回る

○ 乳用牛飼養戸数減少等の影響により、留萌及び宗谷地域で前年を下回っていることから、全体では前年を下回っている。
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（注）四半期分は3か月の平均。

○生乳生産量（生乳受託販売実績） （単位：トン、％）

前年比 前年比 前年比 前年比
4　年 555,025 0.7 174,141 0.6 64,941 2.3 315,943 0.4
5　年 533,350 ▲ 3.9 172,711 ▲ 0.8 61,612 ▲ 5.1 299,028 ▲ 5.4
6　年 521,499 ▲ 2.2 171,245 ▲ 0.8 57,797 ▲ 6.2 292,457 ▲ 2.2

6. 4～6 134,960 ▲ 2.7 44,086 ▲ 2.1 14,894 ▲ 6.5 75,980 ▲ 2.2
6. 7～9 129,322 ▲ 2.5 42,662 ▲ 0.6 13,959 ▲ 9.4 72,701 ▲ 2.2

6. 10～12 126,334 ▲ 1.4 41,950 0.9 13,842 ▲ 6.7 70,542 ▲ 1.6
7. 1～3 127,995 ▲ 2.2 42,667 0.3 13,813 ▲ 8.5 71,515 ▲ 2.3
7. 4～6 134,427 ▲ 0.4 44,972 2.0 14,481 ▲ 2.8 74,975 ▲ 1.3
R7.1 43,516 ▲ 1.5 14,437 0.2 4,707 ▲ 7.4 24,371 ▲ 1.2
R7.2 39,853 ▲ 4.3 13,315 ▲ 1.8 4,290 ▲ 11.5 22,248 ▲ 4.2
R7.3 44,627 ▲ 1.0 14,915 2.4 4,816 ▲ 7.0 24,896 ▲ 1.8
R7.4 43,816 ▲ 1.4 14,678 1.3 4,755 ▲ 4.6 24,383 ▲ 2.3
R7.5 45,952 ▲ 1.0 15,390 1.2 4,973 ▲ 2.7 25,589 ▲ 2.0
R7.6 44,659 1.3 14,903 3.6 4,753 ▲ 0.9 25,003 0.4

（資料）ホクレン旭川・留萌・稚内支所、ＪＡきたそらち

留萌合計 上川 宗谷

 9



７． 漁 業 ・・・

○

○

水揚金額は前年を上回る

水揚金額はタコ、ホッケが減少したものの、ホタテ、毛ガニ、スケトウダラが増加したことから、前年を上回っている。

水揚量は前年を下回っている。
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○水揚金額 （単位：百万円、％） ○水揚量 （単位：トン、％）

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比 前年比
4　年 56,760 21.1 32,986 17.5 1,981 14.9 3,636 12.2 587 19.8 375 23.5 4　年 168,863 ▲ 1.8 124,135 ▲ 5.7 2,415 ▲ 12.5 804 20.4 12,915 ▲ 11.3 4,082 14.5
5　年 41,607 ▲ 26.7 23,519 ▲ 28.7 2,354 18.8 2,976 ▲ 18.1 423 ▲ 27.9 1,066 2.8倍 5　年 147,114 ▲ 12.9 109,600 ▲ 11.7 2,148 ▲ 11.1 705 ▲ 12.2 8,298 ▲ 35.8 7,675 88.0
6　年 39,512 ▲ 5.0 23,565 0.2 2,137 ▲ 9.2 3,538 18.9 291 ▲ 31.2 1,119 4.9 6　年 139,699 ▲ 5.0 110,754 1.1 2,410 12.2 507 ▲ 28.2 7,068 ▲ 14.8 6,324 ▲ 17.6

6. 4～ 6 11,669 ▲ 18.2 6,925 ▲ 19.6 1,205 12.1 1,431 3.8 177 ▲ 17.3 332 51.4 6. 4～ 6 49,396 ▲ 4.0 37,757 ▲ 5.4 1,313 37.7 198 ▲ 35.3 4,703 5.8 2,431 67.7
6. 7～ 9 15,340 0.3 10,364 10.0 620 ▲ 10.1 0 96.9 12 4.7倍 492 ▲ 17.4 6. 7～ 9 54,753 ▲ 2.0 47,620 8.0 706 16.5 0 3.1倍 349 4.6倍 2,170 ▲ 48.5

 6. 10～12 8,883 1.9 5,988 15.4 264 ▲ 52.1 0 2.9倍 40 ▲ 36.9 204 4.4  6. 10～12 29,090 ▲ 10.0 24,512 0.4 331 ▲ 38.8 0 3.6倍 716 ▲ 43.5 819 ▲ 44.2
7. 1～3 3,912 8.1 300 4.0 24 ▲ 49.7 1,834 ▲ 13.0 99 58.3 44 ▲ 52.5 7. 1～3 6,959 7.7 725 ▲ 16.3 34 ▲ 43.2 272 ▲ 11.8 1,741 33.9 219 ▲ 75.8
7. 4～6 12,757 9.3 7,820 12.9 539 ▲ 55.3 1,821 27.3 437 2.5倍 111 ▲ 66.5 7. 4～6 43,766 ▲ 11.4 29,436 ▲ 22.0 663 ▲ 49.5 254 27.9 9,034 92.1 342 ▲ 85.9
R7.1 368 14.6 - 全減 14 ▲ 37.4 - - 56 13.0 1 ▲ 69.7 R7.1 2,492 32.0 - 全減 18 ▲ 35.7 - - 1,045 2.2 4 ▲ 82.9
R7.2 601 28.3 58 29.4 2 ▲ 71.8 130 ▲ 8.6 8 2.3倍 11 ▲ 62.8 R7.2 1,033 ▲ 15.9 109 36.2 3 ▲ 70.6 20 ▲ 8.0 155 2.1倍 48 ▲ 80.4
R7.3 2,943 4.0 242 9.4 8 ▲ 56.9 1,704 ▲ 13.3 35 3.7倍 32 ▲ 46.4 R7.3 3,434 2.7 616 ▲ 18.2 13 ▲ 40.9 251 ▲ 12.1 541 2.6倍 167 ▲ 73.8
R7.4 3,491 15.5 399 2.2倍 95 ▲ 43.1 1,705 22.1 148 3.0倍 16 ▲ 88.2 R7.4 6,954 11.3 2,024 37.1 140 ▲ 30.2 235 21.4 2,870 2.3倍 72 ▲ 94.8
R7.5 3,705 ▲ 2.0 2,693 ▲ 3.4 223 ▲ 59.1 116 3.3倍 202 3.2倍 24 ▲ 66.9 R7.5 16,236 ▲ 21.4 10,117 ▲ 41.6 274 ▲ 53.0 18 4.1倍 4,230 2.6倍 79 ▲ 82.8
R7.6 5,561 14.3 4,728 19.6 220 ▲ 55.2 0 全増 86 35.3 71 ▲ 42.4 R7.6 20,576 ▲ 8.5 17,295 ▲ 8.8 249 ▲ 53.0 0 全増 1,934 7.0 191 ▲ 67.6

（資料）新星マリン・稚内機船・稚内・宗谷・猿払村・枝幸漁業協同組合 （資料）新星マリン・稚内機船・稚内・宗谷・猿払村・枝幸漁業協同組合

合計 うちホタテ うちタコ うち毛ガニ うちスケトウダラ うちスケトウダラ うちホッケうちホッケ 合計 うちホタテ うちタコ うち毛ガニ
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８． 企 業 倒 産 ・・・ 件数は前年を下回る

○ 企業倒産をみると、件数、負債総額ともに前年を下回っている。（R7.5月、6月で判断）
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倒産件数・負債総額

（注）四半期分は3か月の平均。

《四半期》 《月》

件数 負債総額

(単位：件、百万円、％)

前年比 うち農林 うち不動産 うち運輸 うちｻｰﾋﾞｽ うち建設 うち製造 うち販売 前年比
4  年 20 ▲ 13.0 - 1 1 6 - 6 6 2,070 31.7
5  年 23 15.0 3 - - 6 6 1 7 2,044 ▲ 1.3
6  年 31 34.8 1 1 2 9 5 3 9 7,766 3.8倍

6. 4～6 7 2.3倍 - 1 1 1 1 2 1 607 7.1倍
6. 7～9 6 6.0倍 1 - - 3 1 - 1 421 3.2倍

6. 10～12 7 ▲ 41.7 - - - 2 1 1 2 4,380 3.7倍
7. 1～3 6 ▲ 45.5 - - - 4 - - 2 658 ▲ 72.1
7. 4～6 5 ▲ 28.6 - - - 2 - - 3 3,042 5.0倍
R7.1 2 ▲ 60.0 - - - 1 - - 1 477 ▲ 35.6
R7.2 1 0.0 - - - 1 - - - 94 ▲ 75.8
R7.3 3 ▲ 40.0 - - - 2 - - 1 87 ▲ 92.9
R7.4 3 50.0 - - - 1 - - 2 3,005 11.0倍
R7.5 1 ▲ 50.0 - - - - - - 1 27 ▲ 88.6
R7.6 1 ▲ 66.7 - - - 1 - - - 11 ▲ 89.4

(注)負債総額1千万円以上。
(資料)㈱東京商工リサ一チ

件        数 負 債 総 額業    種    別 
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９．金 融 ・・・

○

○

○

貸出金残高は前年を下回る

貸出約定平均金利は、前年を上回って推移している。

金融機関の貸出金残高は、個人向けは増加したものの、事業者向け、地公体向けは減少したことから、前年を下回っている。

金融機関の預金残高は、流動性、定期性とも、前年を下回っている。
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貸出金残高（使途別：前年比）
事業者（設備） 事業者（運転）

個人

《四半期》 《月》

（単位：億円、％）

R6.6 11,240 ▲ 0.4 6,080 ▲ 1.7 2,685 1.0 3,395 ▲ 3.8 3,982 2.2 1,176 ▲ 1.5

R6.7 11,257 ▲ 0.5 6,091 ▲ 1.9 2,690 1.3 3,401 ▲ 4.3 3,989 2.4 1,176 ▲ 2.3

R6.8 11,314 ▲ 0.3 6,141 ▲ 1.5 2,687 1.2 3,454 ▲ 3.5 3,997 2.3 1,175 ▲ 2.6

R6.9 11,370 ▲ 0.4 6,252 ▲ 1.2 2,695 0.9 3,556 ▲ 2.7 4,018 2.4 1,099 ▲ 5.8

R6.10 11,441 0.2 6,267 ▲ 1.1 2,716 1.7 3,550 ▲ 3.1 4,022 2.2 1,151 0.5

R6.11 11,529 0.5 6,348 ▲ 0.5 2,729 2.0 3,618 ▲ 2.4 4,040 2.2 1,140 0.3

R6.12 11,630 0.2 6,411 ▲ 1.4 2,730 0.5 3,681 ▲ 2.8 4,050 2.2 1,168 2.5

R7.1 11,570 0.6 6,319 ▲ 0.8 2,728 1.9 3,590 ▲ 2.8 4,047 2.3 1,203 2.7

R7.2 11,496 0.1 6,215 ▲ 1.9 2,727 1.9 3,487 ▲ 4.7 4,052 2.5 1,228 3.0

R7.3 11,446 ▲ 0.6 6,066 ▲ 2.8 2,733 1.7 3,332 ▲ 6.2 4,063 2.2 1,316 1.4

R7.4 11,176 ▲ 0.8 5,944 ▲ 2.7 2,731 1.7 3,213 ▲ 6.1 4,068 2.3 1,162 ▲ 1.2

R7.5 11,156 ▲ 0.0 5,906 ▲ 1.4 2,727 1.7 3,178 ▲ 3.9 4,077 2.3 1,172 ▲ 1.0

R7.6 11,156 ▲ 0.7 5,917 ▲ 2.7 2,723 1.4 3,193 ▲ 5.9 4,076 2.3 1,162 ▲ 1.2

（注1）管内に所在する銀行、信用金庫、信用組合の本支店分の合計。（ゆうちょ銀行を含まない。）　

（注2）相手先別は一部金融機関から個人、事業者別の数値を徴しておらず、本表では事業者別に計上。

（注3）単位未満は切り捨て。

（注4）前年比は支店調整済数値で計算しているため、表から算出した前年比とは一致しない。

（資料）  旭川財務事務所

前年比

貸出金合計 事業者 個人 地公体

設備

前年比 前年比 前年比 前年比 前年比

運転
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▲ 0.3 ▲ 0.3

▲ 4.0

▲ 3.0

▲ 2.0

▲ 1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

27,000

27,500

28,000

28,500

29,000

29,500

30,000

30,500

31,000

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

5年 6年 7年 7年

(％)(億円)
預金残高 残高 前年比

《四半期》 《月》

1.471 1.471

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

5年 6年 7年 7年

(％)

貸出約定平均金利
《四半期》 《月》

（単位：億円、％、ポイント）

R6.6 30,930 0.8 18,971 3.8 11,943 ▲ 3.7 1.252 0.008

R6.7 30,481 0.1 18,607 3.2 11,855 ▲ 4.3 1.256 0.003

R6.8 30,389 0.0 18,659 3.2 11,713 ▲ 4.6 1.268 0.012

R6.9 30,314 0.1 18,607 3.0 11,691 ▲ 4.3 1.295 0.027

R6.10 30,276 0.0 18,596 2.6 11,663 ▲ 3.9 1.296 0.001

R6.11 30,440 0.5 18,774 3.4 11,647 ▲ 3.9 1.302 0.006

R6.12 30,645 0.9 19,027 3.3 11,603 ▲ 2.8 1.318 0.017

R7.1 30,282 0.8 18,615 2.3 11,652 ▲ 1.6 1.332 0.013

R7.2 30,203 0.5 18,676 1.9 11,509 ▲ 1.6 1.353 0.022

R7.3 30,140 ▲ 0.1 18,859 0.9 11,266 ▲ 1.7 1.398 0.045

R7.4 30,710 ▲ 0.1 19,304 1.1 11,391 ▲ 2.0 1.423 0.024

R7.5 30,400 0.2 18,851 1.1 11,532 ▲ 1.2 1.440 0.017

R7.6 30,835 ▲ 0.3 18,893 ▲ 0.4 11,928 ▲ 0.1 1.471 0.031

（注1）管内に所在する銀行、信用金庫、信用組合の本支店分の合計。（ゆうちょ銀行を含まない。）

（注2）預金の性質別には、外貨預金等を含まない。

（注3）単位未満は切り捨て。

（注4）前月差、前年比は支店調整済数値で計算しているため、表から算出した前月差、前年比とは一致しない。

（注5）令和2年5月以降の貸出約定平均金利について、実質無利子無担保融資の貸出金利を0％として報告する

　　　  金融機関が一部含まれている。

（資料）  旭川財務事務所

貸出約定平均金利

前月差

預金

前年比 前年比 前年比

うち流動性 うち定期性
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㊵ヒナゲシ（南富良野町）

㊶ツツジ（占冠村）

①レブンアツモリソウ・ウニ（礼文町）

②利尻山（利尻富士町）
③リシリコンブ（利尻町）

④乳牛（豊富町）

⑤トナカイ（幌延町）

⑥シジミ（天塩町）

⑦ヒラメ（遠別町）
⑧しょさんべつ天文台（初山別村）

⑨海鳥（羽幌町）

焼尻サフォーク 焼尻島
オロロン鳥 天売島

⑩風力発電（苫前町）
⑪ニシン（小平町）

⑫黄金岬（留萌市）
⑬甘エビ（増毛町）

⑭ほろかないそば（幌加内町）

㉛鷹（鷹栖町）

⑮ゴマフアザラシ・ホッキョクグマ
・旭川ラーメン（旭川市）

㉑はちみつ（中頓別町）

⑱宗谷岬（稚内市）

⑲ホタテ（猿払村）

⑳白鳥（浜頓別町）

㉒クリオネ・毛ガニ（枝幸町）

㉓クビナガリュウ化石・アンモナイト化石（中川町）

㉔エゾシカ（音威子府村）

㉕チョウザメ（美深町）

㉖万里長城（下川町）

㉗アカゲラ・もち米（名寄市）

㉘士別サフォーク（士別市）

㉙アルパカ（剣淵町）

㉚カボチャ・玉入れ（和寒町）

㉜きのこの里（愛別町）

㉝いちご（比布町）

㉞でんすけすいか（当麻町）

㉟ヒグマ・層雲峡（上川町）

㊱花のまち（東神楽町）

㊲エゾムラサキツツジ（東川町）

㊳すずらん・アスパラ・クマゲラ（美瑛町）

㊴かみふらのポーク（上富良野町）
⑯⑰富良野メロン・ラベンダー
（中富良野町）（富良野市）

〈41道北市町村名産品〉



【 本レポートに関する問い合わせ先 】

財務省 旭川財務事務所 財務課

〒078-8503

旭川市宮前1条3丁目3番15号

旭川地方合同庁舎 東館4階

電話：0166-31-4151

公式X（旧Twitter）

https://x.com/mof_hokkaido

道北経済レポートは、北海道財務局ホームページ及び各種公式SNSでもご覧いただけます。

公式ホームページ

https://lfb.mof.go.jp/hokkaido/asahikawa/keizai_geppo-1.html

公式Facebook

https://www.facebook.com/Hokkaido.Local.Finance.Bureau/

公式Instagram

https://www.instagram.com/mof_lfb_hk


